
彼
岸
廻
向
申
込
書

暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
・
・
・
・
寒
い
冬
も
よ
う
や
く
終
わ
り
今
年
も
さ
わ
や
か
な
春

が
や
っ
て
来
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
人
間
は
、
ほ
っ
と
す
る
と
様
々
な
こ
と
に
心
を
め
ぐ

ら
せ
る
余
裕
が
で
て
く
る
も
の
で
す
。
暑
く
も
な
く
寒
く
も
な
い
、
ほ
っ
と
で
き
る
こ
の

季
節
に
こ
そ
、
私
た
ち
に
生
命
を
伝
え
て
下
さ
っ
た
御
先
祖
様
に
感
謝
を
捧
げ
ま
し
ょ
う
。

十
輪
寺
で
は
、
来
る
三
月
二
十
二
日
、
春
の
彼
岸
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、

皆
様
の
御
先
祖
様
の
御
廻
向
を
申
し
込
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

申
込
年
月
日
：
令
和

年

月

日
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：

住

所
：
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俗
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）
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月

日

年

月

日

年

月

日

年

月

日

年

月
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年
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日

年

月
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年

月
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年
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年

月

日

年

月
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年
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＊
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
御
廻
向
は
三
月
二
十
二
日
の
地
蔵
講
（
彼
岸
会
）
に
て
執
行

い
た
し
ま
す
。
戒
名
な
ど
が
不
明
の
場
合
は
、
○
○
家
先
祖
代
々
な
ど
と
し
て
お
申

し
込
み
下
さ
い
。

＊
お
塔
婆
は
作
成
い
た
し
ま
せ
ん
。
戒
名
（
俗
名
）
の
読
み
上
げ
の
み
と
な
り
ま
す
。

＊
申
込
み
は
何
体
で
も
結
構
で
す
。
も
し
書
き
き
れ
な
い
場
合
は
、
別
紙
に
て
申
し
込

み
下
さ
い
。

＊
三
月
二
十
二
日
午
前
十
時
ま
で
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

＊
「
彼
岸
廻
向
申
込
書
」
は
、
お
世
話
人
に
お
渡
し
い
た
だ
く
か
、
直
接
十
輪
寺
に
お

届
け
下
さ
い
。
ま
た
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
送
付
し
て
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。

郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
送
付
先
は
左
記
の
通
り
で
す
。

〒
六
三
七
ー
０
０
三
六

奈
良
県
五
條
市
野
原
西
四
ー
四
ー
十
八

十
輪
寺

大
森
圭
祥

宛

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
七
四
七
ー
二
二
ー
一
０
六
六

(

電
話

０
七
四
七
ー
二
二
ー
三
九
五
五
）

＊
廻
向
料
は
無
料
で
す
。

＊
塔
婆
廻
向
に
つ
い
て

供
養
料

板

塔

婆

一
基
三
千
円

経
木
塔
婆

一
基
三
百
円

希
望
者
に
は
塔
婆
を
お
作
り
し
供
養
い
た
し
ま
す
。
同
封
の
申
込
書
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。


